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面の親水性の機能発現が重要とされている． また， 抗菌， 脱
臭の機能を有する空気清浄器などの応用製品も急速に広まっ













の光触媒の研究は数多く報告されている 5 -13）. ごく初期に
は， 遷移金属をドー プする方法が報告されている． しかし，
多くの場合可視光領域の吸収は発現の原因がバンドギャップ
中に生成するドー プ元素の不純物準位に由来するために， 生















2 硫黄ドープ二酸化チタン光触媒の開発14, 15) 











1.84 A, 02- : L24A）置換することは極めて困難であるこ
とに起因すると考えられる． そこで， 硫黄をカチオン状態
(S4+ : o.37 A, S6+ : 0.12A）で チ タ ン イ オ ン（114+ : 0.60 
A）と置換する調製法を開発し， 新規な硫黄ド ー プ可視光応
答型二酸化チタン光触媒の開発を行った． 詳細な調製法とし
ては， チオウレアとチタンテト ライソプロポキシドをエタノ




ことで， 黄色粉末を得た． また， 別の方法として， 二酸化チ
タ ン微粒子（ST-01 ・ ア ナ タ ー ス型・表面積335 m2 g-1,
M下150 A ・ ルチル型・表面積88.9 m2 g-1, TIO・6 ルチル
型 ・ 表面積100 ffi2 g 1）とチオウレアを物理的に混合して





































（処理温度 400℃ ！ ルチル）
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Fig. I (a）アナタース型結晶構造と（b）ルチル型結晶構造を ι
有する種々の二酸化チタン光触媒の紫外可視吸収スペクトル．
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をドー プした際の測定結果を示す． 焼成前は161 eV付近に
52
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3. 1 硫黄カチオンをド ー プした可視光応答型二酸化チタン
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人＼ヂρヘ＇N;-7ヘ＼ググ
来のピークは完全に消失し，s6＋と s4＋ の由来のピー クが混
合したブロ ー ドなピー ク（ 波形分割して二つのピー クを帰





ると考えられる s6＋ のピー クが大きく減少し，ほとんど観測
されなくなった．一方，s4＋ の由来のピー クはほとんど減少




に伴って s4＋ イオンの含有量は減少する（0.5 atom% ）もの
の，2分間アルゴンエッチングした後でも s4＋イオン由来の
ピ ー クは消失しなかった． こ の結果から，s4＋ イオンが 二 酸
化チタン内部に存在している こ とが明らかになった． こ の傾
向は，ルチル型結晶構造を有する硫黄カチオンド ー プ二酸化
チタンでも同様であった．








が可視光領域に現れる こ とが確認された（Fig.3). 
また，硫黄をド ー プした二酸化チタンの粉末X線測定を
したと こ ろ，粒径のほぼ同じ純粋な二酸化チタンのものに比
べてピー クの半値幅の増大が観測された． こ の こ とから硫黄
カチオンをドー プする こ とにより二酸化チタンの結晶格子が


















Fig.5 アナター ス型結晶構造を有する硫黄ドー プ三酸化チタン
と純粋な二酸化チタンを用いたメチレンブル ー の分解における励
起波長依存性．


























った. (Fig. 6). 
3. 2硫黄カチオンをド ー プした可視光応答型二酸化チタン
（アナタ ー ス型結晶構造）を用いた2・プロパノ ー ルの分解活
v
性 14, 15) 
アセトニトリル中2・ プロパノ ールの酸化反応についても，
硫黄ド ー プ（ アナター ス型結晶構造）並びに純粋な二酸化チ
タン光触媒を用いて，触媒活性の励起波長依存性について評
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膜しでも， 製膜性が悪いうえに， ムラが多く均 一な膜はでき
ない． 均 一で膜強度が強い薄膜の硫黄カチオンド ー プ二酸化
チタン光触媒の製膜法の開発が今後の一 つの課題と考えてい
る．
• 2 ー プロパノ /I 
口アセトン
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ば太陽光）， 従来の未ド ー プ二酸化チタン光触媒（紫外光応
答型）の触媒活性を大きく凌駕する可視光応答型二酸化チタ
ン光触媒の製造が可能となると確信している． 現在は， 触媒
活性のさらなる向上を目指して， 硫黄カチオンのド ー プ量，
焼成条件， 助触媒， また原料の作成方法の最適化を行ってい
る． また， 他の金属酸化物光触媒にたいして， 類似の方法を
適用して硫黄カチオンをド ー プし， 可視光応答型の新規な金
属酸化物光触媒の開発も行っており， 二酸化チタンの場合よ
り厳しい調製条件が必要であるが硫黄カチオンを酸化ジルコ






の向上が最重要課題である． そのためにはド ー プされる硫黄





また， 硫黄カチオンド ー プ二酸化チタン光触媒は触媒反応
へ利用することを目的として開発してきたため， この触媒は
ー粉体としての調製法の最適化を行ってきた． しかし， 超親水
